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２０２２年(令和４年)度 事業報告書 

２０２２年１月１日～２０２２年１２月３１日          

特定非営利活動法人 Ｅａｒｔｈ ａｓ Ｍｏｔｈｅｒ 

 

１ 事業実施の概略 

特定非営利活動法人Ｅａｒｔｈ ａｓ Ｍｏｔｈｅｒは、「全ての人と自然と共に生きる」事を 

基本とした「生活様式」を６つの理念を基に構築し、未来の子ども達に心も身体も健康に笑顔で 

暮らせる地球を渡していく事を目的とし設立した。 

 社会、人間が抱える諸問題として、環境破壊、心身破壊が有り、地球の再構築が必要と考える 

為、具体的な取組として２００９年から愛知県豊田市や犬山市羽黒や岡崎市幸田にて活動を開始。 

 ２０１０年からは、豊田市藤岡、下川口、池島町でビオトープや冬水田んぼも始め、生き物が 

集まった自然耕が出来、農業が始まり、２０１９年からは日進市での農業と福祉の構築を名古屋市、 

豊田市、日進市を中心として活動した。 

 

令和４年度の活動目標は、例年継続事業として既存会員へのご提供サービスのレベル向上の為、

会員向けメール配信やホームページを展開、会報誌マザリーアースたいむずは、年２回の定期的な

情報発信を行い、新会員には、名刺と徽章などの配布を継続で行った。 

会員以外への情報発信は、「とよたつながる博」のプログラムとして農業体験をイベント開催、

また、ボランティア募集掲載サイトの「アクティボ」へ登録し５０人の応募参加があった。 

愛知県や豊田市の公的な広報となる「とよた市民活動センター」のＨＰ、「東海農政局食育メー

ルマガジン」、「食育ネットあいち」のメールマガジン等へのイベント情報の掲載を実施した。 

 今年度の豊田市開催のイベントについては、新型コロナウイルス感染予防をした上で、参加者を

募り、農薬、化学肥料、除草剤を一切使用しない完全オーガニック作物の安全な食農と健康に関す

る課題提起、解決を図った。 

 

 日進市の委託事業である「にっしんアグリスクール」は、今年度「米づくり体験コース」及びベ 

ジたんぽ作りコース「６次産業コース」の企画運営を行った。お米作りと里芋作りを実施。最後は 

両コースの参加者が集まり共食ワークショップを実施。火起こし体験ときりたんぽ鍋作りを行った。 

 令和３年度 食料産業・６次産業化交付金（愛知県「地域での食育の推進事業」）では、教育フ 

ァームと「食生活と農業に関するシンポジウム」を開催。令和４年度消費・安全対策交付金（愛知 

県「地域での食育の推進事業」）では、教育ファーム検討委員会と「にっしん大根まるっと定食を 

作ろう」と題し、伝統料理講座を開催。 

 豊田市藤岡、猿投地区、日進市の田畑では、農業後継者が激減していく中、遊休農地や耕作放棄 

地が増えた問題や国内自給率が低い等の課題を踏まえ地産地消を促す有機循環自然農法を実践し、 

安心安全な農薬、除草剤、化学肥料不使用の完全オーガニック氣力野菜、氣力米を作り、ボランテ 

ィアを受入れて親子や一般参加者が農業に関わる環境を継続的に行っている。 

イベント開催は、新型コロナウイルスの影響で昨年と同様の状況であった。健康で持続可能な地

域社会を基盤とするコミュニティ構築を形成出来る様に活動を推進し、愛知県本部より岐阜県、三
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重県、千葉県、兵庫県、青森県等の県外にも理念の普及啓発とマザリーアースプロジェクトの賛同

実践者を増やし、会員増強に努める。 

 

各事業の具体的な内容としては、定款の目的を達成するため、次の事業を実施する。 

① ＷＥＢシステム利用による異業種産業情報・交流を支援する事業。 

② 自然再生と環境の保全活動を支援する事業。 

③ 保健、医療、老人福祉及び健康促進事業を支援する事業 

④ 資源循環型・環境保全型経済を推進するコミュニティの構築事業。 

⑤ 生活困窮者等就労準備支援、社会的包摂推進に係る事業。 

⑥ 食育を推進する事業。 

⑦ 農作業の付帯業務・請負及び農具・土壌改良資材の製造、販売事業。 

⑧ その他この法人の目的を達成するために必要な事業。 

 

２ 事業の実施に関する事項 

（１） 特定非営利活動に係る研修事業                ※ 講師等役職名は敬称略 

（ア）①ＷＥＢシステム利用による異業種産業情報・交流を支援する事業 

（イ）事業内容 

  ＷＥＢシステム利用の活動はメール配信にてイベント、セミナー、ボランティア等の発信会 

員以外の方への情報発信は、Facebookや「とよたつながる博」のサイトで応募を実施。 

愛知県や豊田市の公的な広報である「とよた市民活動センター」のＨＰ、「縁ジョイ市民 

活動フェスタ２０２２」、「東海農政局食育メールマガジン」、「食育ネットあいち」のメー 

ルマガジン等にイベント情報を掲載。 

 

（ウ）事業内容 

とよた市民活動センターで開催された「縁ジョイ市民活動フェスタ２０２２」にてパネル 

展示を実施。 

（エ）①ＷＥＢシステム利用による異業種産業情報・交流を支援する事業 他団体交流 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

① ＷＥＢシス

テム利用に

よる異業種

産業情報・

交流を支援

縁ジョイ市民活動 

フェスタ２０２２ 

パネル展示での活動

紹介を行う 

(A) 2022年(R4) 

10月23日 

10:30～15:00 

(B)とよた市民 

活動センター 

(D)豊田市民等 

(E)不特定多数 

     0円 
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する事業。 

（他団体交流） 

(C) 1人 

（２）総費用（無償ボランティア  １人）         

総合計       ０円 

(内訳） 

（３）収益        

総合計       ０円 

(内訳） 

（４）反省点・改善ポイント 

ＰＲ活動の一環となったので良い機会となったが、活動パネルの更新が課題。 

 

(オ）事業内容 

「フィールドワーク（安城学園高校）」を開催 

昨年度に参加した愛知県主催の「寄附のゼミナール」後続事業としてフィールドワーク（安城 

学園高校）を受入れた。雨天であった為、当初予定していた中京大学今井ゼミ主催による 『お 

米を守れ！草抜き大作戦』が中止となり、米野木町、本郷町圃場視察の後、にぎわい交流館にて 

ＮＰＯでの活動についての座学開催。ケーブルテレビで放映された日進アグリスクールの映像、 

日進市から受託の生活困窮者等就労準備支援事業・いくるばにっしんでの活動を紹介。その後 

アグリスクールのプログラム開発等を課題としてワークショップを実施。 

（カ）①ＷＥＢシステム利用による異業種産業情報・交流を支援する事業 他団体交流 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

① ＷＥＢシス

テム利用に

よる異業種

産業情報・

交流を支援

する事業。 

（他団体交流） 

愛知県主催の 

「寄附の 

ゼミナール」 

後続事業として 

フィールドワーク 

（安城学園高校） 

を開催 

(A) 2022年（R4） 

7月10日 

7:00～14:00  

(B) 日進市米野木

町圃場当会圃場 

(C) 4人 

(D) 安城学園 

高校生、 

中京大学 

今井ゼミ生 

(E) 17人 

 

         0円 

（２）総費用（無償ボランティア  ４人） 

総合計       ０円 

(内訳） 

（３）収益        

総合計    ３６，０００円 
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(内訳） 

 

 

 

 

 

 

（４）反省点・改善ポイント 

「寄附のゼミナール」後続事業であり、今回のみの事業。 

教員、県職員、大学生、高校生がそれぞれのテーブルに座る形で普段出来ない交流も出来た 

時間となった。プレゼンも各グループ趣向を凝らしたものになっており、今期でも取り入れ 

られそうな案もあった。 

 

(キ）事業内容 

   日進アグリスクール米作り体験コース特別編、 『お米を守れ！草抜き大作戦』 

   中京大学今井ゼミ主催。家族対抗のクイズ対決、「お米を守れ！草抜き大作戦」を行った。 

   ２チームに分かれて、７分間２セットで抜いた草の重さを競った。参加したご家族や子ども 

達からは「楽しかった」「面白かった」等概ね好評。 

（ク）①ＷＥＢシステム利用による異業種産業情報・交流を支援する事業 他団体交流 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

①ＷＥＢシス

テム利用に

よる異業種

産業情報・交

流を支援す

る事業。 

（他団体交流） 

日進アグリスクール 

米作り体験コース 

特別編 

中京大学今井ゼミ 

主催『お米を守れ！ 

草抜き大作戦』 

(A) 2022年（R4） 

7月17日 

9:30～12:00  

(B) 日進市 

米野木町 

当会圃場 

(C) 4人 

(D) 日進アグリ 

スクール 

参加者 

(E) 10人 

 

        0円 

（２）総費用（無償ボランティア  ４人）         

総合計       ０円 

(内訳） 

（３）収益        

総合計          ０円 

(内訳） 
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（４）反省点・改善ポイント 

除草だけでなく、米作りの全体を楽しく知ってもらえる工夫をしていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (ケ）事業内容 

   「作って遊ぼう☆親子で米かるた大会」、ぐるぐるＮＩＳＳＨＩＮまちミル博覧会 

(中京大学今井ゼミ)支援 

    中京大学今井ゼミが「楽しみながら日進の米作りについて学ぼう！」をテーマに、名古屋学 

芸大学の学生有志とともに作戦したオリジナル米かるたを用い、かるた大会を米野木町当会圃 

場にて開催。その支援を行う。 

（コ）①ＷＥＢシステム利用による異業種産業情報・交流を支援する事業 他団体交流 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

①ＷＥＢシス 

テ ム 利 用 に 

よ る 異 業 種 

産業情報・交

流 を 支 援 す 

る事業。 

（他団体交流）） 

「作って遊ぼう☆ 

親子で米かるた

大会」、 

ぐるぐるＮＩＳＳ

ＨＩＮまちミル博

覧会 (中京大学 

今井ゼミ)支援 

(A) 2022年（R4） 

10月15日 

9:30～12:30  

(B) 日進市米野木

町圃場当会圃

場 

(C) 3人 

(D) 一般市民 

(E) 14人 

 

         0円 

（２）総費用（無償ボランティア  ３人）         

総合計       ０円 

(内訳） 

（３）収益        

総合計          ０円 

(内訳） 

（４）反省点・改善ポイント 

   大学生、子供達と次世代への繋ぎができ、今後も学生達とアイデアを出しあって支援していく。 
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 (サ）事業内容 

   国際交流の場として参加している、岡崎市の生き活きコミュニティづくりやりぶらまつり 

２０２２プレイベント、りぶらまつり２０２２、年末感謝祭は、今年も新型コロナウィルスの 

影響により中止。 

※ 国際交流事業は、当会の理事の１人が岡崎ニュースを発行し、国際交流を長年開催されて 

おり共催にて例年実施。 

（シ）①ＷＥＢシステム利用による異業種産業情報・交流を支援する事業 国際交流 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

①ＷＥＢシス

テム利用に

よる異業種

産業情報・交

流を支援す

る事業。 

（国際交流） 

生き活き 

コミュニティづくり

ｉｎ岡崎 

 

コロナの為中止 

(A) 2022年(R4) 

4月 2日 

(B) 岡崎市図書館 

交流プラザ 

(C)  0人 

(D) 岡崎市、 

その他 

一般市民 

(E) 

        0円 

①ＷＥＢシス

テム利用に

よる異業種

産業情報・交

流を支援す

る事業。 

（国際交流） 

りぶらまつり 

２０２２ 

 プレイベント 

 

コロナの為中止 

(A)  2022年(R4) 

8月 20日 

(B) 岡崎市図書館 

交流プラザ 

(C) 0人 

(D) 岡崎市、 

その他 

一般市民 

(E) 

         0円 
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①ＷＥＢシス

テム利用に

よる異業種

産業情報・交

流を支援す

る事業。 

  (国際交流) 

第１４回 

りぶらまつり 

２０２２ 

おかざき国彩幸流会 

 Earth café 

 

コロナの為中止 

(A) 2022年(R4) 

10月 29～30日 

(B) 岡崎市図書館 

交流プラザ 

(C) 0人 

(D)岡崎市、 

その他 

一般市民 

(E) 

         0円 

①ＷＥＢシス

テム利用に

よる異業種

産業情報・交

流を支援す

る事業。 

  (国際交流) 

第３３回国彩幸流会 

Earth café 

 年末感謝祭 

 

コロナの為中止 

(A)  2022年(R4) 

12月17日 

(B)  岡崎市図書館 

交流プラザ 

リブラ ３階 

(C) 0人 

(D)岡崎市、 

その他 

一般市民 

(E) 

         0円 

(２）総費用（無償ボランティア  ０人）         

総合計       ０円 

(内訳） 

 ・コロナの為、本年度は実施せず 

(３）収益        

総合計       ０円 

(内訳） 

  ・コロナの為、本年度は実施せず 

 

（ス）事業内容 

    その他として、Ｉ－ＴＥＮ(株)様の経営と従業員に対しての相談指導 

（セ）①ＷＥＢシステム利用による異業種産業情報・交流を支援する事業 その他  

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

①ＷＥＢシステ

ム利用による

異業種産業情

報・交流を支

援する事業。 

（その他) 

会社の経営と 

従業員に対しての 

相談指導 

(A) 月１回 

(B)事務所又は 

リモート 

(C)  ２名 

(D)会員対象 

(E) １名 

        0円 
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(２）総費用（無償ボランティア  ２人） 

総合計          ０円 

(内訳） 

(３）収益 

総合計    ６００，０００円 

(内訳） 

・Ｉ-ＴＥＮ㈱ 顧問料 ６００，０００円 

 

（ア）②自然再生と環境の保全活動を支援する事業        ※ 講師等役職名前は敬称略 

（イ）事業内容 

   自然再生と環境の保全活動を支援する事業は、環境セミナーとして理念継承勉強会を開催。 

   環境イベントとしては、毎年恒例の田んぼの生き物調査を実施。また、椎茸菌打ち体験は諸 

事情により中止。 

 寺子屋ものづくりは、食農感謝祭にて松ぼっくりツリー作りを行う。他は新型コロナウィル 

スの影響により中止。 

 

（ウ）事業内容 

今年で第５回となるマザリーアースプロジェクト理念継承勉強会を開催した(前年度はマザ 

リーアースプロジェクトセミナーを兼ねて実施)。 

    活動紹介のＤＶＤの上映をはじめ山本理事長の設立趣意などの講話。黒田雅也、黒田留美理 

事にてマザリーアースプロジェクト、徳育、愛と精神を中心とした理念について説明を実施。 

参加者はマザリーアースプロジェクトや理念について理解された様子。 

（エ）②自然再生と環境の保全活動を支援する事業 環境セミナー 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象 

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

②自然再生と環境

の保全活動を支

援する事業 

（環境セミナー） 

理念継承勉強会を

開催。 

理事長講話、 

理事より経験・活

動内容の発表。 

(A) 2022年(R4) 

3月12日 

18:30～20:30 

(B)ウィルあいち 

 セミナー 

ルーム 1 

(C) 10人 

(D)会員・一般 

(E) 31人 

    27,000円 

（２）総費用（無償ボランティア １０人） 

総合計  ２７，０００円 
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（内訳） 

 ・会場賃借料      ４，６００円     ・仕入高ＮＰＯ    ２２，４００円 

（３）収益        

総合計  ５８，０００円 

(内訳） 

《 理念継承勉強会 》 

 ・参加費         ５４，０００円（２，０００円×２７人） 

 ・参加費 (ＺＯＯＭ)       ４，０００円（１，０００円× ４人） 

（４）反省点・改善ポイント 

山本理事長講話の後、今回初めて、黒田雅也、黒田留美理事による発表。 

会の６つの理念の中心となる「徳育」に繋がる話となった。 

会の理念や活動について発表する人が限られているので、発表者を増やしていく必要あり。 

 

 

 

 

 

 

 

（オ）事業内容 

年４回の豊田市での主たるイベント第２回目「とよたつながる博」のプログラムとして 

『自然と共生する田んぼで生き物みっけ』と題して開催。大人も子供も自然の中で生き物と 

共生している事を学ぶイベント。椎茸菌打ち体験は、諸事情により中止。 

（カ）②自然再生と環境の保全活動を支援する事業 環境イベント 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

②自然再生と環境

の保全活動を支

援する事業 

(環境イベント) 

椎茸菌打ち体験 

 

諸事情により 

中止 

(A) 2022年(R4） 

   3月 27日 

(B) 豊田市 

当会圃場 

(C)  0人 

(D)愛知県 

一般、会員 

(E)参加者 

   0人 

    14,120円 

②自然再生と環境

の保全活動を支

援する事業 

第２回 

環境イベント 

『自然と共生す

(A) 2022年(R4) 

8月 7日 

9:30～13:00 

(D)愛知県 

一般、会員 

(E)参加者 

    16,879円 
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(環境イベント) る田んぼで生

き物みっけ』

を開催。 

(B) 豊田市猿投 

棒の手会館(裏) 

当会圃場 

(C) 15人 

  45人 

（２）総費用（無償ボランティア １５人）           

総合計    ３０，９９９円 （ １４，１２０円＋１６，８７９円 ） 

（内訳） 

・保険料    １，２００円     ・賃借料     ４００円 

・仕入高   １４，１２０円     ・消耗品  １５，２７９円 

（３）収益       

総合計   ２７，０００円 

(内訳） 

「自然と共生する田んぼで生き物みっけ」 ( 8/ 7 )   ２７，０００円 

参加費 

・一般大人（高校生以上） ２２，８００円（１，２００円×１９人） 

・小中学生         ２，０００円（   ２００円×１０人） 

・未就学児（３歳以下）         （    ０円× ５人） 

 （食事代 希望者のみ） 

・スタッフ          ２，２００円（  ２００円×１１人） 

(４）反省点・改善ポイント 

生き物調査については、コロナ禍にて集客人数は少ないが子供が多く、ソーシャルディス 

タンスを保つのが難しいのでグループ分けをし、常に声掛けが必要。 

参加者には、生物多様性について良い学び事が出来た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（キ）事業内容 

当会でお借りしている市民農園の圃場整備の為に助成金申請をして畑の管理運営に役立て 

ています。 

（ク）②自然再生と環境の保全活動を支援する事業 環境保全 

（１）開催日及び講師等 
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事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

②自然再生と

環境の保全

活動を支援

する事業 

(環境保全) 

豊田市環境保全型 

農業交付金 

(A) 年一回 

(B) 豊田市 

当会圃場 

(C) 0人 

(D)愛知県 

一般、会員 

(E) 0人 

0円 

（２）総費用（無償ボランティア ２４人）           

総合計         ０円 

（内訳） 

（３）収益       

総合計  １８５，４６８円 

(内訳） 

《 豊田市環境保全型農業交付金 》 

 ・助成金             １８５，４６８円 

 

（ケ）事業内容 

寺子屋ものづくり事業部は、県のテーマパークであるモリコロパークにて、春秋まつり「モ 

リゾー、キッコロをハサミ一本で作る粘土教室」、「にっしんわいわいフェスティバル」での 

日進市のマスコットキャラクターである「ニッシーの粘土教室」も新型コロナウィルスの影響 

により中止。 

第１回食育イベント食育感謝祭では『松ぼっくりツリー作り』楽しみながらのツリー作り 

を体験。  

（コ）②自然再生と環境の保全活動を支援する事業 寺子屋ものづくり 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

② 自然再生と

環境の保全

活動を支援

する事業 

(寺子屋 

モリコロパーク 

春祭り 

ハサミ１本で作る 

モリゾー、キッコロ

の粘土教室 

(A) 2022年(R4) 

3月 26～27日 

(B) モリコロ 

パーク 

(C)  0人 

(D)愛知県内外 

  一般、会員 

(D)  0人 

        0円 
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ものづくり) コロナの為中止 

③ 自然再生と

環境の保全

活動を支援

する事業 

(寺子屋 

ものづくり) 

モリコロパーク 

秋祭り 

ハサミ１本で作る 

モリゾー、キッコロ

の粘土教室 

コロナの為中止 

(A) 2022年(R4) 

9月 17日 

(B)  モリコロ 

パーク 

(C)  0人 

(D)愛知県内外 

 一般、会員 

(E)  0人 

        0円 

② 自然再生と

環境の保全

活動を支援

する事業 

(寺子屋 

ものづくり) 

にっしんわいわい 

フェスティバ

ル 

「粘土で作る 

ニッシー作

り」 

コロナの為中止 

(A) 2022年(R4) 

7月 2日 

(B) 日進市 

  市民会館 

(C)  0人 

(D)日進市 

  一般、会員 

(E) 0人 

        0円 

③ 自然再生と

環境の保全

活動を支援

する事業 

(寺子屋 

ものづくり) 

第４回食育イベント 

食育感謝祭 

「餅つきと 

和太鼓演奏

会」 

『松ぼっくりツリー

ス作り』を開催 

(A) 2022年(R4) 

12月5日 

10:00～14:30 

(B) 豊田市猿投町 

当会研修施設 

(C) 13人 

(D)愛知県 

一般、会員 

(E) 40人 

    1,212円 

（２）総費用（無償ボランティア １３人）         

総合計      １，２１２円 

(内訳） 

・仕入高     １，２１０円     ・消耗品         ２円  

（３）収益        

総合計     １２，０００円 

(内訳） 

   ・松ぼっくりツリー(12/5) 

     参加費        １２，０００円（３００円✕４０名） 

・コロナの為、本年度は実施せず 

（モリコロパーク春祭り、秋祭り、にっしんわいわいフェスティバル） 

（４）反省点・改善ポイント 

松ぼっくりツリー作りで、持ち帰りの容器を準備。大きさの見直しが必要。 
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（ア）③保険、医療、老人福祉及び健康促進事業を支援する事業 

（イ）事業内容 

心の学校メンタルヘルスのワークショップは、心のあり方や物の考え方について悩みを抱て 

いる方、人との調和や会社の方針に疑問を持った方、心身に病のある方等を対象として、物事 

の考え方、言葉の使い方、生き方を変える事で「プラス思考」に言葉使いを変えていく事で、 

人生観が変われる生き方を指導。物事の考え方を変えるだけで、悩みが解消されて心の問題が 

解決に変わっていく。解決に向けての必要な取組になる事を事例やマンダラ思考を通して 

自己改革自己啓発の仕方を指導。 

ワークショップ形式セミナーを愛知で開催してきたが、今年度も新型コロナウイルスの影響 

と講師である理事長の体調不良により中止。 

福祉健康促進として障害者の方の共同生活グループホーム事業経営での経営者としての経 

営、運営管理の悩み等、多義にわたってのメンタルヘルス相談。 

 

（ウ）③保険、医療、老人福祉及び健康促進事業を支援する事業 

その他として企業者へのメンタルヘルス・コンサル事業 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

③保険、医療、

老人福祉及

び健康促進

事業を支援

する事業 

（その他） 

利用者・スタッフの 

方々の雇用など施設 

雇用等の問題。 

事業者を対象に毎月 

コンサル相談をして 

指導料を頂き改善策 

を指導 

(A)月１回 

(B)事務所 

(C) 2人 

(D)会員対象 

(E) 1人 

         0円 

（２） 総費用 （無償ボランティア  ２人） 

総合計          ０円 

（内訳） 

   会場は事務所にて無料 

（３) 収益  

総合計    ２５０，０００円 

（内訳） 

  ・参加費 

会員：１名  ２５０，０００円（５０，０００円 ✕ ５カ月） 

 

（ア）④資源循環型・環境保全型経済を推進するコミュニティの構築事業 

（イ）事業内容 
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食育・食農の農業関連事項について「心の学校の課外授業」として位置付けられ、食農イ 

ベントはマザリーアースファームで年２回開催。 

１回目は素手での田植え体験。２回目は稲刈りと五平餅づくり体験。稲刈りは「とよたつな 

がる博」のプログラムとして実施。農業を通じて豊田市猿投町と藤岡飯野町の圃場で、障が 

いを伴う方々（自閉症、知的障害、発達障害等）、うつ病、生活困窮者、生活保護者の方々 

を岐阜支部東濃エリア（土岐市）からも受入れ、就労準備訓練実施の場として使用。日進市 

に於いても本郷、米野木も同様に実施。 

 活動として共働共生を目指し、完全オーガニックで（農薬、化学肥料、除草剤不使用）安 

  心安全な農業指導を実践の中で、健康に係る問題改善や解決を図る為に、耕作地は農地バンク 

  を活用し、不耕作地と農業後継者問題の最中、有機循環自然農法の普及を会員や一般者、ボ  

ランティアに向けての農業指導を実践。完全オーガニックの野菜は安心安全、美味しいと子供

たちにも喜んで食べられる野菜を提供出来るイベントで、食育、食農の大切さを伝える機会を

増やし、健康で持続可能な社会基盤を形成出来る様に活動を推進。普及と向上と同時に環境保 

全で生き物や自然との共生の大切さ、いのちを育む大切さについて活動を通じて伝え、半農半 

就をしながら福祉と農業を活かした、自給自足のコミュニティ構築を目指して実践、継続中。 

今年度もＣＳＲ活動で、企業ボランティアの安城市の東和精機株式会社様に農業支援、応援、 

ご協力を頂いている農業ボランティア様、企業様に参加者の方々に日頃の感謝を込めて、食農 

感謝祭にご招待の声掛けをしたが都合が合わず不参加。 

会員やご家族に限らず、参加者の子供達にも農業を伝承し、美味しい無農薬野菜の味を知って

頂く機会となり、イベント開催に意義が見い出せた。 

もし、食糧危機が来た時に農業経験が有れば、災害時に生き残れ、自然と共生をして行く事 

の大切さを体験していれば、農業は次世代の担い手に受け継がれると考え、青少年健全育成を 

目的に学生などのボランティア受入れも実施。 

 

（ウ）事業内容 

「第１回食農イベント 田植え」を開催 

今年も新型コロナウイルスの影響により、もの作り体験や食育ワークショップを中止。時間短縮を 

して開催。食農体験は手植えでの田植えと苗取りを実施。 

「第２回食農イベント 稲刈り（とよたつながる博）」を開催 

本年も、とよたつながる博のプログラムのひとつとして企画。 

第２回食農イベントを「豊田猿投町の田園にて、親子で楽しむ食育・食農体験 『昔ながらの稲刈り 

体験と完全オーガニックのお米、お味噌を使った五平餅作り』」と題し開催。 

食農体験として、峰のむらさきの稲刈り、はざがけを実施。 

（エ）④資源循環型・環境保全型経済を推進するコミュニティの構築事業 農事業・食農イベント 

（１） 開催日及び講師等 
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事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者の

範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

④資源循環型・

環境保全型

経済を推進

するコミュ

ニティの構

築事業 

（農事事業） 

農事事業部のダンプ 

修善費＆車検 

集落協定 

(A) 2022年(R4) 

3月10日 

(B) 豊田猿投寮 

(C) 1人 

(D) 会員 

(E) １人 

  297,572円 

④資源循環型・

環境保全型

経済を推進

するコミュ

ニティの構

築事業 

（食農 

イベント） 

「親子で楽しむ♪食

農・食育体験・紫の

お米の田植えをしよ

う！」を当会豊田市

圃場にて開催 

自然との共生に安心

安全な食育・食農に

関心がある市民 

(A)2022年(R4) 

5月8日 

9:30～13:00 

(B)豊田市猿投 

棒の手会館裏 

当会圃場 

(C) 14人 

 

(D)自然との共生

に、安心安全

な食育・食農

に関心がある

市民、会員 

(E)   33人 

 

   1,300円 

④資源循環型・

環境保全型

経済を推進

するコミュ

ニティの構

築事業 

(食農 

イベント） 

とよたつながる博 

「昔ながらの稲刈り

体験と完全オーガニ

ックのお米、お味噌

を使った五平餅作

り」を開催。 

(A)2022年(R4) 

10月2日 

9:30～12:30 

(B)豊田市猿投 

棒の手会館裏 

当会圃場 

(C) 12人 

 

(D)自然との共生

に、安心安全

な食育・食農

に関心がある

市民、会員 

(E)   55人 

 

    1,750円 

(２）総費用（無償ボランティア ２７人）         

総合計    ３００，６２２円（297,572円＋1,300＋1,750円） 

(内訳） 

・修繕費    ９０，９９２円    ・賃借料  ８００円（ 400円＋400円 ） 

・支払手数料     ３３０円 

・保険料   １５５，３００円（ 153,050円＋900円＋1,350円 ） 

・租税公課   ５３，２００円（ 41,700円＋11,500円 ） 

 (３）収益        

総合計     ６６，７００円（10,900円＋24,000円＋31,800円） 

(内訳） 
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 〇農事事業部集落協定    １０，９００円 

 〇「親子で楽しむ食農・食育体験・紫のお米の田植え」（5/8）   ２４，０００円 

・一般大人（高校生以上）  ２０，４００円（１，２００円×１２人） 

・小中学生以下          ８００円（  ２００円× ４人） 

・未就学児（３歳以下）        ０円（   ００円× ２人） 

 （食事代 希望者のみ） 

・スタッフ           ２，８００円（  ２００円×１４人） 

〇「昔ながらの稲刈り体験と完全オーガニックのお米、お味噌を使った五平餅作り」（10/2） 

３１，８００円 

・一般大人（高校生以上）  ２７，６００円（１，２００円×２３人） 

・小中学生以下        １，８００円（  ２００円× ９人） 

・未就学児（３歳以下）        ０円（    ０円× ８人） 

 （食事代 希望者のみ） 

・スタッフ          ２，４００円（  ２００円×１２人） 

  

（４）反省点・改善ポイント 

   田植えは、昨年からのリピーターが２家族参加。告知案内が少ない為、一般参加が。すくな 

い状況だった。ＰＲ方法の改善が必要。 

稲刈りは、とよたつながる博のプログラムだったので集客がスムーズに進んだ。 

２０名定員だった所が応募開始当日に埋まったので定員を拡大。長年の積み重ねで喜ばれる企 

画となる。 

 

 

 

 

 

 

 

(オ）④資源循環型・環境保全型経済を推進するコミュニティの構築事業 マルシェ 

（１）開催日時  

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者の

範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

④資源循環型・

環境保全型経

済を推進する

農産物の生産・販売 (A) 2022年(R4) 

1月1日～ 

 12月31日 

(D) 一般・会員 

(E) 不特定多数 

3,273,318円 
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コミュニティ

の構築事業 

（マルシェ） 

(B)当会イベント

会場等 

(C) 540人 

     イベント時の不特定日 

（２）総費用（無償参加ボランティア 延べ５４０人） 

総合計     ３，２７３，３１８円 

〇人件費用 

（内訳）       １，２００，０００円 

 ・正会員従事者（延べ２２名）無償ボランティア 

・給料手当 

(１００，０００円×１２ヶ月×１人） 

〇その他経費用     ２，０７３，３１８円 

(内訳） 

仕入、棚卸関係       ７５４，３４０円 

・当期仕入高   ４６９，２４３円    ・期首棚卸高   ５９９，６５５円 

・期末棚卸高  ▲３１４，５５８円 

・車両費     ２２０，３９３円   ・保険料       ９６，０４０円 

・租税公課      ２５，２００円   ・通信運搬費   １２８，１２５円 

・支払手数料      ６，０５５円   ・消耗品費     ２９，７２７円 

・広告宣伝費      １３，３６０円   ・修繕費      ５４１，８９８円 

・水道光熱費    ２４，２９８円    ・減価償却費   ２０５，３８２円 

・地代家賃      ２４，０００円   ・賃貸料        ４，５００円 

（２）収益 

総合計       １，４２５，９６６円  

(内訳） 

・売上高      １，４２５，９６６円     

＜宅配販売＞       ３８６，７７８円（関東エリア様販売含む） 

＜出展販売＞       ８４１，１１７円 

＜雑収益＞        １４８，０７１円 

＜受取補助金＞       ５０，０００円 

（内訳） 

 ・日進シンポジウム           ３７，３７０円 

・Street&ParkMarket（１回出展）     １０，４００円 

・他マルシェ販売           ７９３，３４７円 

（内訳） 

・雑収益 (受取運賃)         １４８，０６４円 

 ・受取利息                    ７円 
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（４）反省点・改善ポイント 

農産物がなかなか出来ず困った。イベントで提供させていただく野菜が、野菜嫌いの子供達 

が食べられるようになった話を聞くと嬉しい。農事全般の立て直しを図っていく。 

 

（カ）④資源循環型・環境保全型経済を推進するコミュニティの構築事業 農事体験 

今年度もコロナの影響にて実施なし。 

 

（ア）➄生活困窮者等就労準備支援、社会的包摂推進に係る事業 

（イ）事業内容 ※ 講師等役職名前は敬称略 

平成２８年３月豊田市生活困窮者自立支援就労訓練事業所認定、令和３年６月日進市生活困 

窮者等就労準備支援事業を受託開始。岐阜支部、千葉支部における事業及び業務支援。 

令和４年度も引き続き「日進市生活困窮者等就労準備支援事業」の受託、支援を実施。 

「ひとり親家庭をサポートする目的」のイベント「親子行こリズム」にブース出展。 

持続可能な地域共生社会を目指して「生活困難を抱える若者や引きこもり等の支援に関する 

交流会」開催。 

 

（ウ）事業内容 

令和４年度も引き続き「日進市生活困窮者等就労準備支援事業」の受託を受け、「いくるば 

にっしん」業務を月、水曜日の週２日間開設。前年度の就労した利用者の定着就労フォロー 

アップ、またひきこもり等から社会復帰を目指す若者利用者２名増え、当会企業会員（業務 

連携事業者）による社会学講座、協働農事訓練作業及びハローワーク名古屋東、くらしサポ 

ート窓口との綿密な連携を図り、より充実した体制で伴走型支援。 

みんなで楽しむ参加型イベント～来て見て笑って「親子行こリズム」ブース出展協力 

日進市内で活動する「いきいき塾ＮＰＯ絆、日進絆子ども食堂」主催、日進市、日進市教育 

委員会、日進市社会福祉協議会の後援で「ひとり親家庭をサポートする目的」を主に子育て支 

援団体や関係諸機関協力のもと開催された。企画段階から当法人福祉事業部「いくるばにっし 

ん」にも協力要請があり、子どもたちが見て喜ぶオーガニック田畑で生息する生き物の写真展 

示や「いくるばにっしん」のチラシ展示案内を行う。 

全体の内容としては日進市内を中心に活動する音楽グループの歌や演奏、子育て支援グルー 

プの展示や活動紹介、ボードゲーム体験なども出展され、親子で夏休みの楽しい想い出になる 

イベントを開催。 

（エ）➄生活困窮者等就労準備支援、社会的包摂推進に係る事業 

    生活困窮者・生活保護者の自立就労支援事業 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A) 当該事業の 

実施日時 

(B) 当該事業の 

実施場所 

(D)受益対象者 

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 
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(C)従事者の人数 

⑤生活困窮者等

就労準備支援、

社会的包摂推

進に係る事業 

 

 

 

 

 

 

生活困窮者自立支

援制度に基づいた

就労準備支援事業

を受託し、生活困窮

に至る恐れがある

人で、自立がみこま

れる人の支援 

(A) 2022年(R4) 

1月1日～ 

12月31日 

(B) 千葉県野田市 

  岐阜県 

    土岐市 

    飛騨市 

    美濃市 

  愛知県日進市 

(C) 2人 

(D)豊田市 

  日進市 

一般・会員 

(E) 102人 

 

 

5,640,079円 

⑤生活困窮者等

就労準備支援、

社会的包摂推

進に係る事業 

来て見て笑って 

「親子行こリズム」

日進市内在住の一

人親家庭の生活等

困りごとなど支援 

(A) 2022年(R4） 

8月 22日 

12:00～13:00 

(B) 日進市民会館 

ホワイエ展示場 

(C)１人 

(D)日進市民及

び関係諸機関 

(E) 20人 

※全体306名 

（招待185名 

 一般121名） 

     0円 

（２） 総費用  

総合計      ５，６４０，０７９円 

人件費用 

（内訳） 

・正会員従事者（２人） 

・法定福利費（事）   ８８，７６２円 

・給料手当     ４，８４５，６０７円 

     （  ３，８５８，４３２円/１２か月分） 

     （      ９８７，１７５円/１２か月分） 

その他経費 

・消耗品費     ２１，１６８円   ・租税公課      ６，０００円 

・賃借料      ２５，２００円   ・広告宣伝費     ３，３６２円 

・保険料       １，６５０円   ・通信費     １１０，４９６円 

・印刷製本費     ８，８９０円   ・旅費交通費     ２，０２０円 

・法定福利費（管）５２５，５７９円   ・支払い手数料（管） １，３４５円 

（３） 収益  

総合計      ５，１５１，００８円 

（内訳） 

  各支部、エリア指導料       ５，１５１，００８円 

   日進市  ３，０００，０００円    岐 阜    ９５１，０００円 

   千 葉  １，２００，０００円    受取利息         ８円 
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（４）反省点・改善ポイント 

 日進市生活困窮者等就労準備支援事業受託と、各地区の業務提携指導料により、収入増。 

支援体制の充実と損益の赤字事業を解消する為、更に日進市受託料の増額と新規事業受託にお 

ける各支部エリアの利益収入を上げる事が必要。 

 

   協力団体として企画段階より携わってきたが最終的にホワイエでの団体出展は１２：００～ 

１３：００の１時間で対応する事となる。日進市市長を始め親子２０名程度は写真展を楽しま 

れた。地域連携や協力で出展する場合の形態や体制を今後見直す必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（オ）事業内容 

「令和３年度 日進市市民自治活動推進補助金事業（地域福祉課提案啓発事業）」 

社会問題化する社会的孤立、ひきこもりや生活困難を抱える若者の実態を知り理解を深め、 

  近隣自治体を含む支援関係諸機関のつながりを創るための交流会として開催。 

   内容としては専門家による基調講演、愛知県による生活困窮者自立支援制度の説明、日進市

における自立相談支援や「いくるばにっしん」就労準備支援事業等の事例発表の後、活発な質

疑応答のある意見交換会となり目的である有意義な交流会となる。 

（カ）⑤生活困窮者等就労準備支援、社会的包摂推進に係る事業 その他 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A) 当該事業の 

実施日時 

(B) 当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 
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⑤生活困窮者等

就労準備支援、

社会的包摂推

進に係る事業 

(その他) 

日進市で誰ひとり取

り残さない持続可能

な地域共生社会を目

指して「生活困難を抱

える若者や引きもり

などの支援に関する

交流会」開催 

日進市市民自治推進

補助金事業 

（地域福祉課協働） 

(A) 2022年(R4) 

1月 28日 

13:45～16:20 

(B)日進市中央 

福祉センタ

ー多機能室 

(C) 5人 

 

(D)日進市福祉

団体関係

諸機関及

び近隣自

治体 

(E) 30人 

※内会員 2人 

64,285円 

（２） 総費用  

総合計         ６４，２８５円 

（内訳） 

・諸謝金      ４０，０００円     ・支払手数料      ２０９円 

・印刷製本費     ７，５２０円     ・広告宣伝費    １５，０００円 

・消耗品費      １，５５６円 

（３） 収益  

総合計         ６４，０００円 

（内訳） 

   市民協働課 補助金  ６４，０００円 

（４）反省点・改善ポイント 

   コロナ禍蔓延防止法が発令され参加を見合わせる自治体や企業法人もいたが、参加して頂き 

たい主な諸機関は参加。基調講師や事例発表者による持ち時間オーバーで意見交換の時間が短 

くなる。事前に再度持ち時間の確認や後方より残存時間を目視できるタイムカードを用意する 

対応策が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ア）⑥食育を推進する事業                  ※ 講師等役職名前は敬称略 

（イ）事業内容 

 食育を推進する事業として、農林水産省食料産業、６次産業化交付金事業として、シンポ 

ジウム、教育ファーム検討委員会を開催。また、愛知で開催された食育全国大会に初参加し 

た。 

 食育イベントは、毎年恒例の食育感謝祭を開催。 

 食育関係として、アーモンドまつり、にっしん夢まつり、にっしん市民まつりにそれぞれ 
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初参加。 

 今年度も、食育、食農、環境の４大イベントの食事提供を行う。日進アグリスクールは、 

米作りコースとベジたんぽ鍋創りコースの集大成として、今年も共食ワークショップを開催。 

 伝統料理講座では、大根まるごと１本を使う講座を実施した。 

 

（ウ）事業内容 食育推進 

 令和３年度食料産業・６次産業化交付金（地域での食育の推進事業）事業として“未来へ 

つなぐ食生活と農業関するシンポジウム２０２２ｉｎにっしん”と題し開催。 

一般県民に対し、食生活の課題や地域農産物の現状を伝え、毎日の食事が自然の恩恵の上に 

成り立ち、生産者をはじめ多くの関係者により食が支えられていること、地域農産物の地産 

地消への関心を高められた内容は、ドキュメンタリー映画『もったいないキッチン』の上映 

会・長野県立大学教授 

中澤 弥子氏の講演や『未来へつなぐ、持続可能な食育、食農、共育とは』をテーマとした対 

談を講師他数名で行った。 

（エ）⑥食育を推進する事業 食育推進 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

⑥食育を推進

する事業 

（食育推進） 

（農林水産省、愛知県

地域での食育の推進

事業）「未来へつなぐ

食生活と農業に関す

るシンポジウム２０

２２ inにっしん」と

して映画上映、講演

会、パネルディスカッ

ションを実施 

(A) 2022年(R4) 

3月6日 

13:00～16:45 

(B)日進市民会館 

小ホール 

(C) 13人 

 

 

(D)一般市民 

(E) 82人 

 

 

 

 

  400,549円 

 

 

 

 

 

 

 

（２）総費用（無償ボランティア １３人） 

総合計         ４００，５４９円  

（内訳） 

・諸謝金     ５６，０００円    ・保険料    ３，０００円 

・通信運搬費    ７，４４８円    ・支払手数料    ８８０円 

・消耗品費    １３，７７１円    ・広告宣伝費 ８１，１４０円 

・賃借料    １１２，４００円    ・雑給    ５９，２１０円 

・印刷製本費   １６，７００円    ・仕入ＮＰＯ ５０，０００円 

（３）収益  

総合計      １２０，７００円 

（内訳） 

・一般大人（高校生以上）前売り ９７，２００円（１，８００円×５４人） 

・一般大人（高校生以上）当日  １４，０００円（２，０００円× ７人） 

・学生              ９，５００円（  ５００円×１９人） 
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（４）反省・改善ポイント 

  基調講演の講師選定に時間がかかり遅くなる。 

学生の参加費を改定した事と里芋の無料プレゼントにより新たな参加者を発掘できた。 

前回のリモート開催で音声の問題があったが、今回は問題も解消され順調に実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（オ）⑥ 食育を推進する事業  食育推進 

（カ）事業内容 

「第１７回食育推進全国大会 in あいち」に出展。 

今回初めて食育推進全国大会に出展。にっしん五平餅の地域ブランド化と日進アグリスクー 

ルや当会が推進する食育・食農活動の啓発を目的に、にっしん五平餅づくり体験や日進アグリ 

スクールのパネル展示を実施。 

（キ）⑥食育を推進する事業 食育推進 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

⑥食育を推進

する事業 

（食育推進） 

第１７回食育推進 

全国大会 in あいち 

五平餅作り体験 

日進アグリスクール 

パネル展示 

(A) 2022年(R4) 

6月18日 

13:00～16:45 

(B)愛知国際展示場 

(C) 22人 

(D)全国民 

(E)不特定 

多数 

 

17,514円 

⑥食育を推進

する事業 

（食育推進） 

第１７回食育推進 

全国大会 in あいち 

五平餅作り体験 

日進アグリスクール 

パネル展示 

(A)2022年(R4) 

6月19日 

10:00～16:00 

(B)愛知国際展示場 

(B) (C) 22人 

(D)全国民 

(E)不特定 

多数 

 

17,518円 

（２）総費用（無償ボランティア ２７人） 

総合計         ３５，０３２円 

（内訳） 

１８日  ・仕入ＮＰＯ   ７，２５９円   ・消耗品費  １０，２５５円 

１９日  ・仕入ＮＰＯ   ７，２６１円   ・消耗品費  １０，２５７円 

（３）収益  
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総合計      ５８，０００円 

（内訳） 

１８日 ５００円×４２本＝２１,０００円   １９日 ５００円×４４本＝２２,０００円 

                                                      ５００円× ６本＝ ３,０００円 

                                              ３００円×４０本＝１２,０００円 

                                                         計  ３７,０００円 

※１８日３５名体験   １９日８２名体験 

（４）反省・改善ポイント 

全国からの来場ともあり、五平餅を知らない参加者がいた。はじめは集客方法やＰＯＰ、価 

格設定などの課題もあり参加者が少ない状況が続いたが、試行錯誤を繰り返すことで多くの来 

場客が五平餅作りの体験。 

 

（ク）⑥食育を推進する事業   食育推進 

（ケ）事業内容 

令和３年度農林水産省食料産業、６次産業化交付金、令和４年度農林水産省消費・安全対策 

交付金、令和３、４年度愛知県 地域での食育の推進事業を受け実施。食や農業への理解を深 

めてもらう農業体験機会を提供、昨年度に続き日進市で教育ファーム検討委員会を開催し、充 

実したプログラム企画開発を図った。 

日進アグリスクールで稲作や里芋の栽培に興味ある農業体験希望者を募り、田植えから収穫 

迄の稲作体験と種蒔きから収穫迄の里芋栽培体験と収穫。里芋で作るべジたんぽ鍋を試験実施。 

最後に収穫した農作物を活用し、食育、共食ワークショップを実施。 

生産者の指導を受けながら、大人も子供も一連の農作業や伝承農法等を体験、地域の農業や 

田畑での洪水防止治水機能、生物多様性保全、食を通じた環境への配慮、地域の食文化や伝統 

文化の継承等農業を伝える。 

又、令和３年度の第４回、令和４年度第３回には、第３次日進市食育推進計画について日進 

市農政課より説明。 

伏せて、第４次愛知県食育推進計画（あいち食育いきいきプラン２０２５）について愛知県 

食育消費流通課より説明があった。 

又、愛知県立大学より教育型インターンシップにて令和３年度が１名、令和４年度が２名参 

加している。 

（コ）⑥食育を推進する事業   食育推進 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

⑥食育を推進

する事業 

（食育推進） 

（農林水産省、食料 

産業・６次産業化交 

付金）令和３年度 

(A) 2022年(R4) 

1月11日 

10:00～11:45 

(D)日進市職 

員、日進市 

市民など 

    1,866円 
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第４回教育ファーム

検討委員会 

(B)日進市民会館 

(C) 5人 

(E) 14人 

⑥食育を推進

する事業 

（食育推進） 

（農林水産省、食料 

産業・６次産業化交 

付金）令和３年度 

第５回教育ファーム

検討委員会 

(A) 2022年(R4) 

3月6日 

10:00～11:00 

(B)日進市民会館 

(C) 5人 

(D)日進市職 

員、日進市 

市民など 

(E) 14人 

 

  134,010円 

⑥食育を推進

する事業 

（食育推進） 

（農林水産省、食料 

産業・６次産業化交 

付金）令和４年度 

第１回教育ファーム

検討委員会 

(A) 2022年(R4) 

10月19日 

10:00～11:45 

(B)日進市民会館 

(C) 3人 

(D)日進市職 

員、日進市 

市民など 

(E) 11人 

 

    8,945円 

⑥食育を推進

する事業 

（食育推進） 

（農林水産省、食料 

産業・６次産業化交 

付金）令和４年度 

第２回教育ファーム

検討委員会 

(A) 2022年(R4) 

11月24日 

10:00～11:45 

(B)日進市民会館 

(C) 4人 

(D)日進市職 

員、日進市 

市民など 

(E) 12人 

    3,350円 

⑥食育を推進

する事業 

（食育推進） 

（農林水産省、食料 

産業・６次産業化交 

付金）令和４年度 

第３回教育ファーム

検討委員会 

(A) 2022年(R4) 

12月22日 

10:00～11:45 

(B)日進市民会館 

(C) 3人 

(D)日進市職 

員、日進市 

市民など 

(E) 14人 

2,080円 

（２）総費用（無償ボランティア ２０人） 

総合計         １５０，２５１円 

（内訳） 

・旅費交通費       ６，５００円     ・賃借料      ９，１８０円 

・通信運搬費       ２４０円     ・印刷製本費    ６，２６０円 

・消耗品費      ８，０７１円     ・諸謝金    １２０，０００円 

（３）収益 

総合計             ０円  

（内訳） 

（４）反省点・改善ポイント 

令和３年度も愛知県立大学のインターンシップ生の受け入れを行う機会を得た。 

愛知県食育消費流通課より第４次愛知県食育推進計画（あいち食育いきいきプラン２０２５） 

の説明を受けより理解を深めた。今年度は国、県、市とつながる食育推進計画について学ぶこ 

とができ新たな食育、食農による共育プログラム開発を推進。 

令和４年度も愛知県立大学のインターンシップ生の受け入れを行う機会を得た。 

愛知県と日進市より食育推進計画の説明を受け食育に対しての理解を深めた。 
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（サ）事業内容 

令和４年度農林水産省交付金事業を受託し行った。シンポジウムや教育ファーム検討委員会 

のほかに伝統料理講座を開催し食文化の継承や地産地消、親子でも調理体験の必要性を伝える。 

（シ）⑥食育を推進する事業  食育推進 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

⑥食育を推進

する事業 

（食育推進） 

令和４年度 

農林水産省 

交付金事業 

(A) 2022(R4) 

1月1日～ 

12月31日 

(B)愛知県内 

(C) 15人 

(D)全国民 

(E)不特定 

多数 

 

0円 

（２）総費用（無償ボランティア １５人） 

総合計         ０円  

（３）収益  

総合計      ２９１，０００円 

（内訳） 

（４）反省・改善ポイント 

   子育て世代をターゲットに集客を進めていく。 

   チラシ データでの案内を進め、環境を考えて紙は減らす。 

 

（ス）⑥食育を推進する事業 食育イベント 

（セ）事業内容 

「第１回食育イベント 食農感謝祭」を開催 

第１回食育イベントを「大自然の恵みに感謝『食農感謝祭』 杵や臼を使ってお餅をつこう！  

和太鼓演奏をきいて、体験しよう！」と題し開催。昔ながらの杵や臼を使った餅つきを完全オ 

ーガニックで栽培したもち米を使い実施。餅を丸める体験や松ぼっくりツリー作り、足踏み脱 

穀機を使用した脱穀体験を実施。和太鼓グループＴＵＷＡＭＯＮＯ彩の和太鼓演奏、和太鼓体 

験会も行う。イベント冒頭には当会の活動紹介。今回は野菜の生育状況が良くなかったので、 

料理の品数を減らした。また、開催時間も短縮し料金設定も変更。 

食事は味噌汁、大根の紅白なます、野菜の天ぷら、手作りきな粉等当会で育てた野菜を使っ 

た料理を提供。和太鼓演奏は参加者参加型で子供達は、とても楽しんでいた。松ぼっくりツリ 

ーも個人個人がオリジナリティあるものを作製。参加者はお腹も心も満たされ大変喜ばれた。 
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（ソ）⑥食育を推進する事業 食育イベント 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

⑥食育を推進

する事業 

（食育 

イベント） 

「第１回食育イベント 

食農感謝祭」を開催 

杵と臼を使用した昔な

がらのもちつき、もち

まるめ、松ぼっくりツ

リー作り。ＴＵＷＡＭ

ＯＮＯ彩様の和太鼓演

奏、和太鼓体験会、足踏

み脱穀 

(A) 2022(R4) 

12月4日 

10:00～

13:30 

(B) 豊田市猿投

町当会研修施

設 

(C) 13人 

  

(D)自然との 

共生に、安

心安全な

食育・食農

に関心が

ある市民、

会員 

(E)  43人 

  2,904円 

（２）総費用（無償ボランティア １３人） 

総合計        ２，９０４円  

（内訳） 

  ・通信運搬費   ５０４円      ・賃借料   １，２００円 

  ・保険料   １，２００円 

（３）収益  

総合計      ３９，５００円 

（内訳） 

・一般大人（高校生以上）  ２３，８００円（１，７００円×１４人） 

・会員大人（高校生以上）   ３，６００円（１，２００円× ３人） 

・中学生           １，４００円（  ７００円× ２人） 

・小学生以下         １，６００円（  ２００円× ８人） 

・未就学児（３歳以下）          （    ０円× ３人） 

・スタッフ          ９，１００円（  ７００円×１３人） 

 （食事代 希望者のみ） 

（４）反省・改善ポイント 

豊田市での稲刈りの参加家族や日進アグリスクールやぐるぐるＮＩＳＳＨＩＮまちミル博 

覧会イベント参加の家族が参加。各イベントでの対面での告知が集客ＵＰにつながった。 
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（タ）事業内容 

   豊田市で開催している食育、食農、環境イベントにて、薬膳的効能を考慮した食事の提供を 

行った。材料は当会で栽培した完全オーガニックの米や野菜を使用。参加者には毎回おいし 

かったと好評を得ている。野菜嫌いの子どもたちが食べれるようになる姿が印象的だった。 

（チ）⑥食育を推進する事業   食育関係 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：

円） 

⑥食育を推進 

 する事業 

（食育関係） 

食育関係 

イベントの残り調

味料販売と必要消

耗備品の購入 

(A) 2022(R4) 

1月1日～ 

12月31日 

(B) 豊田市猿投町 

農事専従者寮 

(C)  5人 

(D)会員 

(E)  10人 

 3,343円 

（２）総費用 

総合計          ３，３４３円 

（内訳） 

  ・消耗品費    ３，３４３円 

（３）収益  

総合計      ７，０００円 

（内訳） 

 

（ツ）事業内容 

   アーモンドまつりにブース出店。 

名古屋ふらんす（名古屋お土産菓子メーカー）井桁堂グループ（本社豊田市）からの申し出 

がありブース出店。３種類のクッキー（うるち米と峰のむらさきの米粉、味噌）やパンを新作、 

販売。 

（テ）⑥食育を推進する事業   食育関係 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：

円） 

⑥食育を推進 

する事業 

（食育関係） 

アーモンドまつり 

ブース出店 

(A) 2022(R4) 

3月26日 

(B) サロン・ド・テ 

名古屋ふらんす 

(D)名古屋、 

長久手 

周辺 

住民他 

 12,657

円 



資料1 

29 
 

あさひ長久手店 

(C) 12人 

(E) 多数 

⑥食育を推進 

する事業 

（食育関係） 

アーモンドまつり 

ブース出店 

(A)2022(R4) 

3月27日 

(B)サロン・ド・テ 

名古屋ふらんす 

あさひ長久手店 

(C) 12人 

(D)名古屋、 

長久手 

周辺 

住民他 

(E) 多数 

12,663

円 

（２）総費用（無償ボランティア １２人） 

総合計        ２５，３２０円 

（内訳） 

  ３／２６  合計 １２，６５７円 

 ・仕入高ＮＰＯ   ７，４６６円        ・新聞図書費     ４５５円 

 ・消耗品費     ４，７３６円   

  ３／２７  合計 １２，６６３円 

 ・仕入高ＮＰＯ   ７，４６７円        ・新聞図書費     ４５５円 

 ・消耗品費     ４，７４１円 

（３）収益  

総合計       ４４，６００円 

 ３／２６      １６，５８０円 

 ３／２７      ２８，０２０円 

（４）反省・改善ポイント 

   今回、新作をつくるにあたり、施策をかなり重ね、店舗をお借りして初めて使うオーブンの 

感覚をつかむまでの苦労があった。 

 名古屋ふらんすのアーモンドと当会のうるち米や峰のむらさきの米粉を使ったクッキー、ま 

た当会の米ぬかと藤の赤豆みそを使ったクッキーを体にやさしいお菓子として、広報販売した。 

 

（ト）事業内容 

   豊田市で開催している食育、食農、環境イベントにて、薬膳的効能を考慮した食事を提供。 

材料は当会で栽培した完全オーガニックの米や野菜を使用。参加者には毎回おいしかったと好 

評を得た。野菜嫌いの子どもたちが食べられるようになる姿が印象的である。 

（ナ）⑥食育を推進する事業   食育関係 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者 

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：

円） 

⑥食育を推進 

する事業 

（食育関係） 

親子で楽しむ♪ 

食農・食育体験 

むらさきのお米の

田植えをしよう！ 

を当会豊田市圃場

(A) 2022(R4) 

5月8日 

9:30～13:00 

(B) 猿投棒の会館

裏当会圃場 

(C) 自然との共生

に、安心安全

な食育・食農

に関心がある

市民、会員 

34,337円 
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にて開催。 (C)14人 (E) 33人 

⑥食育を推進 

する事業。 

（食育関係） 

第２回環境イベン

ト 

『自然と共生する

田んぼで生き物み

っけ』を開催。 

(A) 2022(R4) 

8月7日 

9:30～13:00 

(B) 豊田市猿投 

棒の手会館 

裏当会圃場 

(C) 15人 

(D)愛知県 

一般、会員 

(E) 50人 

24,438円 

⑥食育を推進 

する事業 

（食育関係） 

昔ながらの稲刈り

体験と完全オーガ

ニックのお米、お味

噌を使った五平餅

作りを当会豊田市

圃場にて開催 

(A) 2022(R4) 

10月2日 

9:30～13:00 

(B) 豊田市猿投 

棒の手会館 

裏当会圃場 

(C) 12人 

(D)自然との共 

生に、安心 

安全な食育 

・食農に関 

心がある市 

民、会員 

(E) 55人 

23,405円 

⑥食育を推進 

する事業 

（食育関係） 

食農感謝祭 

杵と臼を使用した

昔ながらのもちつ

き、もちまるめ、松

ぼっくりツリー作

り。ＴＵＷＡＭＯＮ

Ｏ彩様の和太鼓演

奏、和太鼓体験会、

足踏み脱穀 

(A) 2022(R4) 

12月4日 

10:00～13:30 

(B) 豊田市猿投町

当会研修施設 

(C) 13人 

  

(D)自然との共 

生に、安心 

安全な食育 

・食農に関 

心がある市 

民、会員 

(E) 57人 

48,593円 

（２）総費用（無償ボランティア ５４人） 

総合計        １３０，７７３円 

（内訳） 

〇食育関係 田植え体験（5/8）    ３４，３３７円 

 ・仕入高ＮＰＯ  ２８，８６０円        ・消耗品費     ５，４７７円 

〇食育関係 生き物調査（8/7）    ２４，４３８円 

  ・仕入高ＮＰＯ  ２３，５００円        ・消耗品費     １，９３８円 

〇食育関係 稲刈り（10/2）     ２３，４０５円 

 ・仕入高ＮＰＯ  １７，１２１円        ・消耗品費     ６，２８４円 

〇食育関係 食農感謝祭（12/4）   ４８，５９３円 

 ・仕入高ＮＰＯ  ４０，２２８円        ・消耗品費     ８，３６５円 

（３）収益  

総合計     １４８，２００円 

（内訳） 

〇食育関係 田植え体験（5/8）    ２９，６００円 

・一般大人（高校生以上）      １３，６００円（  ８００円×１７人） 
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・小中学生              ３，２００円（  ８００円× ４人） 

・未就学児              １，６００円（  ８００円× ２人） 

・スタッフ             １１，２００円（  ８００円×１４人） 

〇食育関係 生き物調査（8/7）    ３６，０００円 

・一般大人（高校生以上）      １５，２００円（  ８００円×１９人） 

・小中学生              ８，０００円（  ８００円×１０人） 

・未就学児              ４，０００円（  ８００円× ５人） 

・スタッフ              ８，８００円（  ８００円×１１人） 

〇食育関係 稲刈り（10/2）     ４１，６００円 

・一般大人（高校生以上）      １８，４００円（  ８００円×２３人） 

・小中学生              ７，２００円（  ８００円× ９人） 

・未就学児              ６，４００円（  ８００円× ８人） 

・スタッフ              ９，６００円（  ８００円×１２人） 

〇食育関係 食農感謝祭（12/4）   ４１，０００円 

・一般大人（高校生以上）      １４，０００円（１，０００円×１４人） 

・会員                ３，０００円（１，０００円× ３人） 

・中学生               ２，０００円（１，０００円× ２人） 

・小学生以下             ８，０００円（１，０００円× ８人） 

・３歳児以下             １，０００円（１，０００円× １人） 

・スタッフ             １３，０００円（１，０００円×１３人） 

（４）反省・改善ポイント 

   昨年同様に、コロナ感染予防として、ワークショップは中止とし、持ち運びのできる使い捨 

て容器にて昼食を提供する。ソーシャルディスタンスを保つために昼食を食べる場所が広域と 

なり、食育についての説明が伝えづらく、工夫が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ニ）事業内容 

「にっしん夢まつり」に出店 

今年からにっしん夢まつりに出展。にっしん五平餅の地域ブランド化を目的ににっしん五平 

餅の販売や日進アグリスクールのパネル展示を実施。 

（ヌ）⑥食育を推進する事業 食育関係 

（１）開催日及び講師等 
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事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

⑥食育を推進 

する事業 

（食育関係） 

にっしん夢まつり 

五平餅の販売と活動

初回パネル展示 

(A) 2022(R4) 

9月18日 

9:00～19:30 

(B)日進市役所 

(C) 5人 

(D)日進市民 

など 

(D) 不特定 

多数 

60,955円 

（２）総費用（無償ボランティア  ５人） 

総合計          ６０，９５５円  

（内訳） 

  ・仕入高ＮＰＯ  １４，９１３円      ・賃借料   １１，０００円 

  ・諸会費      ５，０００円      ・消耗品費  ２０，０９２円 

 ・保険料      ２，８００円      ・支払手数料  ７，１５０円 

（３）収益  

総合計      ５０，５００円 

（内訳） 

  ・にっしん五平餅販売   ５００円×１０１本＝５０,５００円 

（４）反省・改善ポイント 

初めて出店で五平餅の販売必要数が推測できず１０１本用意し３時間ほどで完売。他の出店 

者の値段設定も分からず５００円としたが、問題なく販売した。 

 

（ネ）事業内容 

「日進アグリスクール 共食ワークショップ」を開催 

日進アグリスクールの米づくり体験コースとにっしんベジたんぽ鍋創り（６次産業）コース 

の共同開催として共食ワークショップを開催。 

きりたんぽ用の竹串を小刀や紙やすりを使って作製。自分で作った竹串を使ってきりたんぽ 

の成型、薪割り、火つけ体験、里芋重量当てクイズ、アグリスクール一年の振り返り、活動パ 

ネルの展示を行う。火つけ体験や竹串作りなど災害時でも対応できる体験や調理体験など行 

うことで食育、食農、共育の大切さを伝えた。 

（ノ）⑥食育を推進する事業 食育関係 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 
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⑥食育を推進 

する事業 

（食育関係） 

共食ワークショップ 

一年間の振り返り 

米作り・里芋コース 

合同。 

竹串作り、きりたんぽ

整形、火起こし、体験

コースの一年の振り

返り、脱穀機などの展

示。 

(A) 2022(R4) 

11月6日 

(B)日進市 

総合運動公園 

(C) 12人 

(D)一般市民 

(E) 71人 

51,456円 

（２）総費用（無償ボランティア １２人） 

総合計        ５１，４５６円  

（内訳） 

 ・仕入高ＮＰＯ  ２８，６０８円      ・消耗品費  ２２，８４８円 

（３）収益  

総合計      ６９，６００円 

（内訳） 

  ・参加費（食事代）       ８００円×８７人＝６９，６００円 

（４）反省・改善ポイント 

参加者、スタッフ、ボランティアを合わせると９０人の参加となった。ベジたんぽ鍋は初め 

てのこともあり、前日は深夜遅くまでの準備となる。準備や段取りについて早めに終わるよう 

改善する。 

 

（ハ）事業内容 

今年からにっしん夢まつりに出展。にっしん夢まつりに引き続き、にっしん五平餅の地域 

ブランド化を目的に、にっしん五平餅の販売や日進アグリスクールのパネル展示を実施。

（ヒ）⑥食育を推進する事業 食育関係 

「にっしん市民まつり」に出店 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

⑥食育を推進 

する事業 

（食育関係） 

にっしん市民まつり 

五平餅の販売と活動 

初回パネル展示 

(A) 2022(R4) 

11月20日 

9:00～15:00 

(B)日進市役所 

(C) 5人 

(D)日進市 

市民など 

(E) 不特定 

多数 

   18,598円 

（２）総費用（無償ボランティア  ５人） 

総合計         １８，５９８円  

（内訳） 
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 ・仕入高ＮＰＯ   ７，５１２円   ・消耗品費   ５，５８６円 

 ・賃借料      ５，５００円 

（３）収益 

総合計      ５８，０００円 

（内訳） 

  ・にっしん五平餅販売  ５００円×１１６本＝５８,０００円 

（４）反省点・改善ポイント 

     初めて出店で五平餅の販売必要数が推測できず１１６本用意。にっしん夢まつりと同様に３ 

時間ほどで完売。２００円で五平餅を販売しているブースもあったが、告知時に完全オーガニ 

ック無農薬のお米を使用しているなどの理由を説明することで販売につながった。 

 

（フ）事業内容 

令和４年度消費、安全対策交付金（地域での食育の推進事業）事業の伝統料理講座を“に 

っしん大根まるっと定食を作ろう”と題し開催。地産地消の推進と農林水産業の役割と理解 

の促進、郷土料理等の地域の食文化の継承。県民一人ひとりが食の大切さを理解し主体的に 

食育に取り組めることを目的に実施。内容は、菜飯、ふろふき大根、大根の皮のきんぴら、 

味噌汁の調理体験、出汁とりや野菜の切り方の講座など実施。 

（ヘ）⑥食育を推進する事業 食育伝統料理講座 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

⑥食育を推進 

する事業 

（伝統料理） 

令和４年度消費・安全

対策交付金 

（地域での食育の 

推進事業） 

にっしん大根 

まるっと定食を作ろ

う 

(A) 2022(R4) 

11月27日 

10:00〜13ː00 

15:00～18:00 

(B)日進市民会館 

  調理実習室 

(C)9名 

(D)一般市民 

(E) 12名 

 

   71,661円 

 

（２）総費用（無償ボランティア  ５人） 

総合計         ７１，６６１円  

（内訳） 

 ・仕入高ＮＰＯ  １１，４４４円     ・消耗品費   ２，７３７円 

 ・保険料        ９００円     ・諸謝金   ３１，０００円 

 ・賃借料     ２０，１００円     ・広告宣伝費  ３，５１０円 

 ・旅費交通費    １，９７０円 

（３）収益 

総合計      ２４，０００円 

（内訳） 

  ・参加費  ２，０００円×１２人＝２４，０００円 

（４）反省点・改善ポイント 
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   集客が難しく、２部制に急遽変更し増員となる。小学生以上が対象の為、対象範囲の変更を 

検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ア）⑧その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

（イ）事業内容 

その他この法人の目的を達成するために必要な事業として、市民農園の管理運営を継続。ま 

  た、青空交流会（土づくり、野菜づくり）を年２回開催。 

   協働事業としては、日進アグリスクールを継続。米づくりコース、ベジたんぽ鍋コースの２ 

コースを実施。 

また、ぐるぐるＮＩＳＳＨＩＮまちミル博覧会博覧会に参加。里芋収穫の企画を実施。 

 

（ウ）事業内容 

豊田市協働事業として始めたが、２０１６年度に助成金対象期間が終了。８期を迎えた２０ 

１６年度から当法人単独での事業運営となり市民農園指導教室を年２回開講。今年度は管理担 

当の江譲二が講師を務め、市民農園マザリーアースを青空会場にして契約者している方対象に 

有料で農業の普及活動として開催。また、氣力野菜の試食会を行った。 

今年度は、環境イベントを通じて、契約者が増えている。 

（エ）⑧その他この法人の目的を達成するために必要な事業 市民農園 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

⑧前各号の事業を

遂行するために

必要な事業 

（市民農園） 

市民農園 

 

(A) 2022年(R4) 

1月から12月迄 

随時受付 

(B) 市民農園 

マザリーアース 

(C) 5人 

(D)豊田市 

一般・会員 

(F)  17人 

   98,332円 

⑧前各号の事業を

遂行するために

必要な事業 

（市民農園） 

土づくり 

青空交流会 

(A) 2022年(R4) 

5月29日 

10:00～12:30 

(B) 市民農園 

(D)豊田市 

一般・会員 

(E) 8人 

    1,706円 
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マザリーアース 

(C) 3人 

⑧前各号の事業を

遂行するために

必要な事業 

（市民農園） 

野菜づくり 

青空交流会 

（9月26日から 

 変更して開催） 

(A) 2022年(R4) 

11月13日 

10:00～12:30 

(B) 市民農園 

マザリーアース 

(C) 2人 

(D)豊田市 

一般・会員 

(E) 9人 

    2,499円 

(２）総費用（無償ボランティア １０人） 

総合計          １０２，５３７円（９８，３３２円＋１，７０６円＋２，４９９円） 

（内訳） 

・諸謝金講師料 ０円（２人無料） 

・通信費      ３，７５９円     ・仕入高ＮＰＯ    １，２６３円 

・消耗品費    ２９，６００円     ・支払手数料    ６０，０００円 

・地代家賃     ７，８１２円     ・銀行手数料（管）    １０３円 

(３）収益       

総合計           １８３，２８２円（８，４００円＋１７１，８８２円＋３，０００円） 

 (内訳）  

・市民農園セミナー参加料（延べ１４人）   ８，４００円 

１回目 利用者       ６００円× ８名＝ ４，８００円 

２回目 利用者       ６００円× ６名＝ ３，６００円 

・市民農園利用料（１７人）           １７１，８８２円 

１区画利用者      ５，５００円×１３名＝７１，５００円（１３区画） 

２区画利用者     １１，０００円× ５名＝５５，０００円（１０区画） 

３区画利用者     １６，５００円× ２名＝３３，０００円（ ６区画） 

４区画利用者     ２２，０００円× １名＝２２，０００円（ ４区画） 

・前受金２０２２年１～３月分 ２６区画分差引  ３５，７２４円 

・前受金２０２３年１～３月分 ３３区画分差引 ▲４５，３４２円 

・耕運代金        ３，０００円 （１，５００円×２） 

（４）反省点・改善ポイント 

人数は少ないが、ソーシャルディスタンスを保つのが難しいので常に声掛けが必要。 

集客についてはＤＭ中心に行う事で、リピートにつながったが参加人数が少ないので、市民 

農園に作業に来られた際にも早めの告知が必要。 

お一人お知らせハガキが戻って来た。住所変更になったら現場での声掛けや、事務局から管 

理担当者へ連絡が必要。 

集客については、現場での声掛けやＤＭを出す事で、リピートに繋げる。 
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（オ）事業内容 

日進市の委託事業として『日進アグリスクール米作り体験コース２０２２』を５月２２日（日） 

の『どろリンピック＆田植え』より開催。田んぼ内での徒競走や泥遊び、田植えを実施。 

７月３１日（日）には、第２回目の『自然観察・生き物観察』を開催。除草のレクチャー稲 

の成長状況を説明。田んぼに生えている草を調査する為、「テデトールビンゴ」を行う。 

その後、生き物観察をして捕まえた生き物の発表会を行った。 

９月２５日（日）には、第３回目の「稲刈り、はざかけ」は自分たちで栽培したお米を収穫 

した。昔ながらの手鎌での稲刈りはざがけ伝えすることにより、農業の大変さや収穫の喜びや 

感謝、食農と共育の大切さを伝える良い機会となった。 

１０月９日（日）には、第４回目の「足踏み脱穀、わらリンピック」を開催。昔ながらの足 

踏み脱穀機を使用した脱穀方法やわらとり等を行った。わらリンピックと題し、わらなげ競争、 

わらを使った二人三脚風リレーを実施。 

（カ）⑧その他この法人の目的を達成するために必要な事業 協働事業 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

⑧その他この法

人の目的を達

成するために

必要な事業 

（協働事業） 

第１回 

米作りコース 

どろリンピック 

＆田植え 

(A)2022年(R4) 

5月 22日 

(B)日進市当会圃場 

(C) 7人 

(D)一般市民 

(E) 55人 

     440円 

⑧その他この法

人の目的を達

成するために

必要な事業 

（協働事業） 

第２回 

６次産業 

米作りコース 

自然観察・生き物調

査 

(A) 2022年(R4) 

7月 31日 

(B)日進市当会圃場 

(C) 8人 

(D)一般市民 

(E) 31人 

     0円 

⑧その他この法

人の目的を達

成するために

必要な事業 

（協働事業） 

第３回 

米作りコース 

稲刈りとはざがけ。 

(A)2022年(R4) 

9月 25日 

(B)日進市当会圃場 

(C) 8人 

(D)一般市民 

(E) 47人 

     0円 

⑧その他この法

人の目的を達

成するために

必要な事業 

第４回 

米作りコース 

足踏み脱穀、 

わらリンピック 

(A) 2022年(R4) 

10月 9日 

(B)日進市当会圃場 

(C) 8人 

(D)一般市民 

(E) 38人 

     9,033円 
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（協働事業） 

(２）総費用（無償ボランティア３１人）  

総合計          ９，４７３円  

（内訳）  

・消耗品費       ９，４７３円 

（３）収益  

総合計     ４６９，１５０円 

（内訳） 

・事業収益    ４６９，１５０円 

（４）反省点・改善ポイント 

本年も広報にっしんや日進市のサイトやメールにて集客を実施。ふるさと納税者申し込みは 

なし。汚れるのが苦手な子供もいたが、自然と慣れていく様に誘導をした。生き物調査は田植 

え体験と比べると人数が半分近く減少した。夏休みに入り色々と行事が重なったと思われる。 

昨年は緊急事態宣言発令の為ボランティア参加で体験されたが、今回は無事に開催。体験学

習が減ってきている中でのイベントは参加者にとっても有意義なものになっている。 

緊急事態宣言明けのイベントという事も有り、参加者が増加した。 

世間的に体験型イベントが中止になっていた事も影響している。 

参加者、スタッフ、ボランティアを合わせると９０人の参加。ベジたんぽ鍋は初めてのこと 

もあり、前日は深夜遅く迄の準備となる。準備や段取りについて早めに終わるよう改善する。 

 

 

 

 

 

 

 

（キ）事業内容 

日進市の委託事業として愛知の伝統野菜の里芋『八名丸』栽培からベジたんぽ創り迄を体験 

する「にっしんベジたんぽ鍋創りコース２０２２」を４月１７日（日）の『畑づくり、植え付 

け』より開催。ＥＳＤ総合共育プロジェクト、共育ファームの意義を説明し、にっしん体操を 

みんなで行った。その後、農事業部の山田義隆より道具の使い方のレクチャーを行い、畝たて 

を行い、里芋を植え付け。 

６月５日（日）には、第２回目の『管理作業』を開催、４月に植えた種芋の経過観察、草刈 

り、芽かき、施肥、土寄せ、草マルチを実施。同時進行で前回参加出来なかった方向けに里芋 

の植付を実施。 

９月４日（日）には、第３回目の『植え付け、管理作業』を開催。前半は、方領大根や八事 

五寸人参、愛知白菜等愛知県の伝統野菜の種まきなどを実施。後半は、里芋の管理作業で、草 

刈り、刈った草を根元に置く作業やきゅうり、なすやしし唐などの夏野菜の収穫を体験。 

１０月２３日（日）には、第４回目の『収穫、試食』を開催。自分達で育てた里芋を収穫し、 

その場で焼き里芋にして提供。収穫のレクチャーは農事事業部にて実施。 
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１１月６日（日）には、最終回として日進アグリスクールの米づくり体験コースとにっしん 

ベジたんぽ鍋創り（６次産業）コースの共同開催として『共食ワークショップ』を開催。 

自分達の育てた農作物を食する事で、食育、食農・共育の大切さを伝える事が出来た。 

農業を体験する事で子共たち作物を育てる大変さ作物への愛情をかける事の大切さ知る良い 

影響となった。最後の共食ワークショップでは里芋を普段食べない子共でも食べる事が出来 

ていたと喜ばれた。 

 

（ク）⑧その他この法人の目的を達成するために必要な事業 協働事業 

（１）開催日及び講師等  

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

⑧その他この法

人の目的を達

成するために

必要な事業 

（協働事業） 

第１回 

６次産業コース 

畑づくり、植え付け 

(A)2022年(R4) 

4月 18日 

(B)日進市当会圃場 

(C) 4人 

(D)一般市民 

(E) 13人 

     9,018円 

⑧その他この法

人の目的を達

成するために

必要な事業 

（協働事業） 

第２回 

６次産業コース 

管理作業Ⅰ 

(A)2022年(R4) 

6月 5日 

(B)日進市当会圃場 

(C) 5人 

(D)一般市民 

(E) 18人 

     4,034円 

⑧その他この法

人の目的を達

成するために

必要な事業 

（協働事業） 

第３回 

６次産業コース 

土寄せ＆植付 

(A)2022年(R4) 

8月 22 

(B)日進市当会圃場 

(C) 6人 

(D)一般市民 

(E) 16人 

     1,000円 

⑧その他この法

人の目的を達

成するために

必要な事業 

（協働事業） 

第４回 

６次産業コース 

収穫、試食 

(A)2022年(R4) 

10月 23日 

(B)日進市当会圃場 

(C) 7人 

(D)一般市民 

(E) 14人 

     3,170円 

（２）総費用（無償ボランティア ２２人） 

総合計         １７，２２２円  

（内訳） 

・消耗品      １６，２２２円    ・車両費    １，０００円 
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（３）収益 

総合計     ４６９，１５０円 

（内訳） 

 ・事業収益    ４６９，１５０円 

（４）反省点・改善ポイント 

例年通り集客が難しかったが、申し込みは２１名あった。昨年から引き続きの参加者や昨年 

米作り体験コースに参加されたご家族もみえたので着実にリピーターは増えている。 

農作業が不慣れな方もおり小まめに給水や休憩を摂る様にする。家族間での繋がりも出来良 

い会となっている。 

夏野菜収穫する事が出来、作物を育てる喜びや食農の大切さを伝える良い機会となった。 

里芋掘りは毎年重量があるので準備体操等をし怪我が起きない様にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ケ）事業内容 

「ぐるぐるＮＩＳＳＨＩＮまちミル博２０２２」プログラムとして、完全オーガニックの 

里芋を収穫して食べよう♪」を開催。 

昨年に引き続き、日進アグリスクール等で栽培した里芋を収穫し、その場で焼き里芋にし 

て提供。収穫のレクチャーは農事事業部にて実施。 

（コ）⑧その他この法人の目的を達成するために必要な事業 協働事業 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

⑧その他この法

人の目的を達

成するために

必要な事業 

（協働事業） 

ぐるぐる 

ＮＩＳＳＨＩＮ 

まちミル博覧会 

２０２２ 

完全オーガニックの

里芋を収穫して食べ

よう♪ 

(A)2022年(R4) 

11月 20日 

  14:00～16:00 

(B)日進市当会圃場 

(C) 5人 

(D)一般市民 

(E) 23人 

     3,050円 

（２）総費用（無償ボランティア  ５人） 

総合計          ３，０５０円  

（内訳） 
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・保険料      １，０５０円     ・支払手数料  ２，０００円 

（３）収益 

総合計      ２８，０００円 

（内訳） 

・一般大人（高校生以上）   ２０，０００円（２，０００円×１０人） 

・小中学生以下          ４，０００円（１，０００円× ４人） 

・未就学            ４，０００円（  ５００円× ８人） 

（４）反省点・改善ポイント 

   日進アグリスクール共食ワークショップでの告知から２家族参加。家族間での繋がりも有 

り、共同で里芋を収穫出来歓声が上がる程喜ばれた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（サ）事業内容 

   農地賃借料と圃場管理経費 

（シ）⑧その他この法人の目的を達成するために必要な事業 協働事業 

（１）開催日及び講師等  

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

⑧その他この法

人の目的を達

成するために

必要な事業 

（協働事業） 

農地賃借料と圃場管

理経費 

(A)2022年(R4) 

5月 22日(日) 

(B)日進市当会圃場 

(C) 

(D)一般市民 

(E) 55人 

   73,455円 

（２） 総費用  

総合計         ７３，４５５円 

（内訳） 

・仕入高ＮＰＯ    ２，５００円   ・賃借料    ６６，１７０円 

・消耗品費      ４，３５６円   ・支払手数料     ４２９円 

（３） 収益  
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総合計         ５０，０００円 

（内訳） 

   内部売上    ５０，０００円 

（４）反省点・改善ポイント 

今後も地主様との繋がりを大切にして事業を進めていく。 

 

（１）その他 費用  

(２)事務局管理費  

１ 総費用  

総合計    ２，７９０，５０３円 

（内訳）   

    管理費の内訳 

     仕入高ＮＰＯ           ６０，５００円 

印刷製本費（管理）        １５，３５０円 

通信費  （管理）       ５５７，６３８円 

消耗品費 （管理）        ２２，５０３円 

水道光熱費（管理）       ３６３，１７５円 

減価償却費            ８２，５７３円 

地代 家賃（管理）     １，０８０，０００円 

賃借料  （管理）         ３，０００円 

広告宣伝費（管理）        ２５，８７６円 

  諸 会 費（管理）         ３８，９７５円 

租税公課 （管理）         １，２６７円 

支払手数料（管理）       ５３９，６４６円 

２ 収 益                 

総合計     ２，９４０，９２１円 

 （内訳）   

       正会員受取会費           ６１０，７８７円 

団体・企業受取会費              ９０，０００円 

賛助会員受取会費          ６，０００円 

受取入会金             ３２，０００円 

       寄付金収入            １，９１７，８８４円 

              管   理           ２４０，０００円 

       受取利息                ４５０円 

       雑 収 益            ４３，８００円 

 ※次年度以降の事業に対して今年度多大な寄附金を頂いた。 

 

（３）その他の事業に係る事業 

     ※本年度は実施せず。 
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３ 会議の開催に関する事項 

（１） 総会 

 ・開催日時及び場所 

第１４回 通常総会＆マザリーアースプロジェクトセミナーを開催。 

２０２２年(Ｒ４) ３月１２日 １３:３０～１７:００ 

ウィルあいち セミナールーム１．２ 

会員・一般 ６０人 

(内訳) 当日参加者  ３３人  委任状 ２７人 

 

（２）総費用（無償ボランティア１０人）         

総合計  ６２，９９４円 

（内訳） 

 ・会場賃借料     １８，２００円   ・消耗品費       １，３２６円 

  （会場費、ワイヤレスマイク含む） 

・印刷製本費     １４，１８１円   ・会議費        ７，２１２円 

・通信運搬費     ２０，８７５円   ・旅費交通費      １，２００円 

 

（３）収益        

総合計  ２２，０００円 

(内訳） 

《 通常総会 ＆ マザリーアースプロジェクトセミナー 》 

・参加費        １６，０００円（  ５００円×３２人） 

・一般           １，０００円（１，０００円× １人） 

・雑収益         ５，０００円 

(４）反省点・改善ポイント 

事務局での事前の段取りが遅れた。先を見通して段取りする。 

総会・事業報告書の元となる個々の事業報告書を、逐一作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

ア 通常総会 

通常総会 

・開催日時及び場所  

２０２２年（令和４年）３月１２日 １２：３０～１４：００ 

  ウィルあいち 会議室セミナールーム１，２ 
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・議題 

① 第一号議案 令和３年度 事業報告、決算報告について 

② 第二号議案 令和３年度 監査報告について  

③ 第三号議案 令和３年度 寄附金活用報告について 

④ 第四号議案 令和４年度 事業計画（案）、活動予算（案）について 

      令和５年度 事業計画（案）、活動予算（案）について 

⑤ 第五号議案 令和４年度 運営組織・人事（案）について 

⑥ 第六号議案 定款内容変更について 

⑦ 第七号議案 年会費について 

⑧ 第八号議案 その他について 

 

（２）理事会 

  イ 理事会 

第１回理事会 

・開催日時及び場所 

２０２２年（令和４年）１月９日 １９：１５～ ２３：２５ 

鶴舞事務所 

・審議事項 

①令和４年度各事業部予算について 

②定款変更案について 

③その他について 

 

第２回理事会 

・開催日時及び場所 

２０２２年（令和４年）２月２１日 １５：００～ １８：００ 

鶴舞事務所 

・審議事項 

①第１４回通常総会議案について 

②第１４回通常総会プログラム案について 

③総会資料案について 

④その他について 

 

第３回理事会 

・開催日時及び場所 

２０２２年（令和４年）１２月１７日 １０：２０～ １９：００ 

鶴舞事務所 

・審議事項 

①令和５年度事業方針（案）について 

②令和５年度年間スケジュール（案）について 

③令和５年度組織、理事、監事（案）について 

④令和４年度寄附金使用（案）について 

⑤令和５年度各事業部門予算（案）について 

⑥その他について 


